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第２１７回教育研究評議会議事要旨

日 時 平成２９年１２月６日（水） １３：００～１４：３２

場 所 大会議室

出 席 者 学長，梅野評議員，大庭評議員，直原評議員，林評議員，小埜評議員，

加藤評議員，中山評議員，河合評議員，山縣評議員，中川評議員，

平野評議員，越評議員，阿部評議員，廣瀬評議員，松沢評議員，

石野評議員，小杉評議員，鈴木評議員
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 加藤監事，森山監事

議事に先立ち，学長から，前々回及び前回の議事要旨並びに書面審議の確認が行われ，内

容を確定した。

議 題

１ 上越教育大学上廣道徳教育アカデミー（寄附研究部門）の設置

学長及び小埜学術研究委員会委員長から，このことについて寄附を受け入れ，覚書を締

結するとともに，同寄附研究部門に係る設置要項を制定することについて提案説明があり，

今後の協議並びに覚書及び設置要項の字句等の修正を学長に一任することを含め，原案ど

おり承認された。

２ 教員人事

(1) 学長から，岡島 佑介氏に係る採用及び大学院担当教員の判定について提案説明があ

り，原案どおり承認された。

(2) 学長から，畔上 直樹氏に係る昇任及び大学院担当教員の判定について提案説明があ

り，原案どおり承認された。

(3) 学長から，教員の選考について，次のとおり発議があり，承認された。

○任用予定時期 平成30年４月１日（昇任）

任用予定職名 教授
学系 人文・社会教育学系

専攻・コース等 教科・領域教育専攻言語系教育実践コース

専門分野 英語学

○任用予定時期 平成30年４月１日（昇任）

任用予定職名 教授

学系 人文・社会教育学系

専攻・コース等 教科・領域教育専攻社会系教育実践コース

専門分野 法律学

○任用予定時期 平成30年４月１日（昇任）

任用予定職名 准教授

学系 臨床・健康教育学系

専攻・コース等 学校教育専攻特別支援教育コース

専門分野 特別支援教育（知的障害）

また，学長から，教員選考委員会を教授会に設置することについて提案説明があり，

原案どおり承認された。

(4) 学長から，大学院修士課程担当教員の審査について，次のとおり発議があり，承認さ

れた。

○適用時期 平成30年４月１日

学系 自然・生活教育学系

専攻･コース等 教科・領域教育専攻自然系教育実践コース

専門分野 数学教育学
審査の評語 研究指導及び授業科目の担当適格者 マル合
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また，学長から，担当分野等確認審査会を教授会に設置することについて提案説明が

あり，原案どおり承認された。

(5) 学長から，特任教員の選考について，次のとおり発議があり，承認された。

○任用予定時期 平成31年４月１日（採用）
任用予定職名 特任教授（任期は２年）

学系 人文・社会教育学系

専攻・コース等 学校教育高度化専攻国際理解・日本語教育コース

専門分野 日本語学（文章・談話，コミュニケーション）

また，学長から，特任教員選考委員会を教授会に設置することについて提案説明があ

り，原案どおり承認された。

○任用予定時期 平成31年４月１日（採用）
任用予定職名 特任教授（任期は３年）

専攻・コース等 学校教育高度化専攻教職キャリア支援コース

また，学長から，特任教員選考委員会を教育研究評議会に設置することについて，提

案説明があり，原案どおり承認された。

○任用予定時期 平成30年４月１日（採用）
任用予定職名 特任教授（任期は１年（更新可，任期は通算５年まで））

所属等 上廣道徳教育アカデミー

また，学長から，特任教員選考委員会を教育研究評議会に設置することについて，提
案説明があり，承認された。

３ 平成28年度における各教員の教育・研究活動及び社会との連携に関する自己点検・評価

学長及び小埜大学評価委員会委員長から，各教員の自己点検･評価結果について提案説

明があり，種々意見交換の後，承認された。

報 告

１ 教育諮問会議

学長から，11月６日開催の教育諮問会議について報告があった。

２ 平成28年度に係る業務の実績に関する評価結果

学長及び小埜副学長から，このことについて報告があった。

３ 国立清華大学との大学間交流協定の締結

学長から，このことについて報告があった。

４ 上越教育大学創立40周年記念基本行事の挙行日程

学長から，このことについて報告があった。

そ の 他

１ 大学改革に伴う大学院における学校実習

小埜副学長及び石野評議員から，平成31年度大学改革に伴う大学院における学校実習に

対する学校現場からの意見等について説明があった。

引き続き，学長及び小埜副学長から，後日，各コース・領域に具体的な学校実習プログ

ラムの検討を依頼する予定であり協力願いたい旨の発言があった。

以 上


